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 令和 7 年度 慈光松尾こども園としての取り組みの在り方についての評価 結果 (職員自己評価)  

 

令和 7 年度 重点目標    

１.乳幼児期にふさわしい生活の中、子どもが身近な人とのかかわりの中で安心感をもち、自ら発達に必要な体験を重ねていく         

ことを大切にする。  

２.園内の自然環境や身近な地域の自然を日々の保育に積極的に取り入れ、子どもが五感を十分に働かせる直接的な体験を積み

重ねながら、生きる力の育成と感性を育んでいくことを支える。 

３. 保護者と保育者等が互いに連携・協働して子育てのパートナーとなり、子どもたちとともに育ち合う。  

評価   A：十分達成できた（既に実施されている） 

               B：おおむね達成できた（おおむね実施されている） 

                 C：あまり達成できなかった（あまり実施されていない） 

    Ｄ：達成できなかった（未実施である） 
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◎以下は、各評価項目の中でＣ・Ｄと回答した理由と、どのように改善しようと考えているかを記述 

〈教育・保育目標の周知〉6 件の回答 
・まず、保育者自身が保育目標を理解するところから始めていきたいと思います 

・具体的な柱をもう少し考えたい。 

・園の理念や教育・保育目標を具体的な言葉で表し、園が目指す子どもの姿を明確にして保護者に周知することは、大切  

なことですが、理念や目標を実現することは難しく、職場での共有と理解が必要で、研修を重ねて、深めて行くしか無いと思いま

す。 

・延長なので、教育、保育目標を念頭におきながらゆったりした家庭的な安心出来る事を中心としている食育、の考え方、捉えに

は個人差があるように感じる。  

〈危機管理体制の整備〉4 件の回答 
・危機管理の長の元で指示に従い行動したいと思います 

・給食室との連携の中で食育はできているのか? 畑で作ったものをライブで食べることができる方法はないか? 

・ヒヤリハットからの読み取り、対策や改善方法等今年は全体で話し合っていないため 

・安全対策の研修は以前、全職員で学んだが、アップデートができていないのではないか。 定期的に皆で考えられる時間がある

と良い 

＜家庭、地域、関係機関への情報発信＞7 件の回答 
・ホームページの更新が定期的に出来るような工夫が必要だと思う。 特に入園を検討している家庭は、ホームページを検索して

未就園児広場へ参加しているため、必要な情報を更新するようにした方が良い。 

・保育園から発信された情報を自身も理解していきたいと思います 

・飯田市こども発達センターひまわりについて勉強したい。 

・ホームページの定期的な更新を行う 

・ホームページの活用の仕方や担当者について検討する。 

・Instagram の話が途中で終わっている。今の時代にあった発信の仕方を前向きに考えたい 

・地域にはたくさんのこども達が楽しめる場所がある。まずは職員がその場所を知り、こどもと楽しめるようにしていけると良い。教

え合うこともできると良い。 

＜子育て支援＞2 件の回答 

・自分自身が保護者から相談され、答えられるよう尽力していきたいと思います 

・子どもの代弁者になるにはどうしたら良いか。保護者の思いを聞くばかりではなく、子どもの思いを上手に伝えたい。 

＜教育課程・指導計画の共通理解＞6 件の回答 

・子どもの発達に合わせた年間計画を、その年の職員間で話し合い、見直していけるようにする。 

・自分が指導計画を理解するところから始めていきたいと思います 

・学年会をする時間が欲しい。 

・年間計画は中々途中で見直す機会がなく、あまり活用できていない。指導案を作る際に昨年度のものを参考にしながらも年間

計画も合わせてみていく。                                                                                   

・自分の関係している年齢の教育課程、指導計画には意識がむくが、そうでないと難しい。 全てが繋がっていて大切な事と意識

し、理解していかなくてはいけないのだが機会がない。 全員でというのは難しいので、少人数で学び合える時間を作っていける

と良い 

・0 歳から 5 歳児の発達を見通した保育はまだまだできていないのではないかと思う 全職員が共通理解できるよう未満児以上

児隔たりなく心配事項など話し合いの機会をもち保育教育にあたりたい 
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＜発達段階に即した適切な子ども理解・援助＞4 件の回答 
・行事に追われてしまい、なかなか十分に遊ぶ時間を取れなかった。また、子どもが遊び込めるような環境も、もっと考えていけると

思う。子どもの要求に「待っててね」も多くなってしまった。以上児の発達を理解し、必要なものの準備などしていきたい。  

・子どもの発達を改めて勉強していきたいと思います 

・以上児、未満児の職員で柱、大切にしたいことを共通理解する場をつくりたい。  

・絵本、玩具の質が問われる。 

＜小学校との円滑な連携＞11 件の回答 

・小学校の行事を見学したり、小学校の情報を職員間で共有していけるようにする。 

・架け橋期のカリキュラム作成のためのチームを作り、小学校との勉強会も含め計画、実行していけると良い 

・まだまだ、学びが足りないと思うので、周りの先生に聞いたり、自分自身でも体験し、学んでいきたい。 

・小学校との直接的な関わりはないですが、園の方針等を勉強していきたいと思います 

・小学校入学までに身につけたいことは何か。 子ども達が自分で考えて行動できる経験とは?を考えていく。 

・延長で未満なので、直接対応する事はないが情報は共有していきたい 

・お互いに歩み寄る中で、アプローチカリキュラム等の作成に取り掛かれるようにしたいが、実際日々の連絡会や会議のみになっ 

てしまい、どうしても受け身になってしまっているところもあり、近くにいるからこそ連携が取れるように発信していかないといけな

いと感じ。課題として、来年度も取り組みたいと思う。 自分自身学んできた事はたくさんあるが、それらをうまく発信できたかどう

かはわからないが、少しずつできる範囲で生かすことができるように進めてきている。お互いに歩み寄る中で、アプローチカリキュ

ラム等の作成に取り掛かれるようにしたいが、実際日々の連絡会や会議のみになってしまい、どうしても受け身になってしまって

いるところもあり、近くにいるからこそ連携が取れるように発信していかないといけないと感じ、課題として、来年度も取り組みた

いと思う。 自分自身学んできた事はたくさんあるが、それらをうまく発信できたかどうかはわからないが、少しずつできる範囲で

生かすことができるように進めてきている。お互いに歩み寄る中で、アプローチカリキュラム等の作成に取り掛かれるようにしたい

が、実際日々の連絡会や会議のみになってしまい、どうしても受け身になってしまっているところもあり、近くにいるからこそ連携が

取れるように発信していかないといけないと感じ、課題として、来年度も取り組みたいと思う。 

・職員会での園長からの話の中での小学校との連携の話が学びになっている。 職員会に出ない職員への周知が難しい。 

・小学校との連携についてはなかなか全職員が理解し合う機会が少ないのではないか。 それぞれが、大切な事と意識し、学ぼう 

と思わなくてはならない 

・小学校低学年の教育課程までしっかり頭に入っていないから知識を増やしたいと思う 

・「架け橋期のカリキュラム」については､全職員での園内研修が十分ではない｡また、呼びかけは行なっているが、学校側の体制

が整わず合同研修や意見交換ができていない現状がある｡具体的な一歩を踏み出していきたい｡ 

・園長は、地域の学校の「学校運営協議会」メンバーとして、“学園構想”や“みらい創造教育”“コミュニティースクール”について職

員会にて話題に掲げ、職員の意識向上につなげている。職員会に参加できない職員も多く、情報共有の難しさがある。 

＜研究・研修の充実＞4 件の回答 
・研修を受け、自分自身の力になれるようにしたいと思います 

・研修や園内での会議には出席しているが、対話をして、研究を重ねて、理解を深める所までは達していない。現業をしながらで

は、制約がある。 

・自分自身学んできた事はたくさんあるが、それらをうまく発信できたかどうかはわからないが、少しずつできる範囲で生かすこと

ができるように進めてきている。 

・研修にはなかなか参加できていないが、園の先生たちの報告を読んだり聞いたりしながら学んで行きたいと思う 


